
- 1 -

「聖霊を受けなさい」

（ヨハネ20:19～23）

挽地茂男
2019.6.9. 日本基督教団千歳丘教会

ドストエフスキーの『罪と罰』

の中に、主人公のソーニャが、も

う一人の主人公のラスコーリニコ

フにヨハネによる福音書の「ラザ

ロの復活」の記事を読んで聞かせ

る場面があります。ソーニャは家

族のために自分の身を売って娼婦

（公娼）となった少女。ラスコー

リニコフは自分の理想・思想に従

って、高利貸しの老婆を殺害した

殺人犯です。そのラスコーリニコ

フがソーニャにこう切り出しま

す。

「ラザロの復活はどこかね？ さ

がしてくれ、ソーニャ」

ソーニャは横目でちらと彼を見

た。「そんなところじゃないわ…

…第四〔ヨハネ〕の福音書よ……」

と彼女はその場を動こうともせず

に、けわしく小声で言った。「さ

がして、読んでくれ」そしてソー

ニャが読み始めます。……〔中略〕

……《イエスはマルタに言われた、

「あなたの兄弟はよみがえるであ

ろう」マルタは言った、「終わり

の日のよみがえりの時よみがえる

ことは、存じています」イエスは

彼女に言われた、「わたしはよみ
、 、 、 、 、 、

がえりであり、命である。わたし
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

を信じる者は、たとい死んでも生

きる。また、生きていて、わたし

を信じる者は、いつまでも死なな

い。あなたはこれを信じるか」マ

ルタはイエスに言った》ソーニャ

はラスコーリニコフに読み聞かせ

ているにもかかわらず、自分の声

を通してまるで自分に語られてい

るかのように、聖書の言葉を読み

続けます。ソーニャの様子に、ド

ストエフ

スキーは

このよう

な説明を

加 え ま

す。

（そして、苦しそうに息をつぎな

がら、ソーニャはまるで自分がみ

んなのまえで懺悔しているよう

に、一語一語はっきりと力を込め

て読んだ）そして読みながらソー

ニャと聖書の登場人物のマルタが

重なります。主イエスが言います。

「あなたはこれを信じるか」

《「主よ、信じます。――これは

ヨハネ福音書ではマルタの台詞で
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すが、もうソーニャ自身の言葉に

なっています――あなたがこの世

にきたるべきキリスト、神の御子

であることを信じております」》

それはマルタの言葉でありなが

ら、ソーニャの信仰告白でした。

このあとしばらくラザロの復活の

朗読が続き……〔中略〕……そし

て｢ラザロの復活はこれでおわり

です。｣ そしてドストエフスキ

ーの説明が続きます。……ひんま

がった燭台の燃えりこりのろうそ

くはもうさっきから消えそうにな

っていて､不思議な因縁でこの貧

しい部屋におちあい､永遠の書を

読んでいる殺人者と娼婦を､ぼん

やり照らしだしていた。（工藤訳､

下88-94）と結ばれます。このあ

とドストエフスキーの物語は、「消

えそうになってい」たラスコーリ

ニコフとソーニャの人生の灯が再

び輝き始めるプロセスを追いかけ

ていきます。

ドストエフスキーが愛読したヨハ

ネによる福音書に見出した復活、

そしてソーニャとラスコーリニコフ

の物語に託して再現した復活とは

何でしょうか。彼らの復活とは、娼

婦に身を落としたソーニャが再び

その汚辱から再生した聖さを与え

られて立ち上がり、殺人者ラスコ

ーリニコフが、人の心をもった、人

間の交わりの中に再び立ったとい

うことなのです。（「復活」を意味

するギリシア語の一つは字義通りに

は《再び立つ》ajnavstasi"という意

味です。）すべての復活の基礎は

主イエスの復活です。死から再び

立ち上がるということです。ドスト

エフスキーにとって主イエスの復活

は 、 死 に 代

表されるすべ

て の 絶望 か

ら の 回 復 の

可 能 性 を 、

新 し い 生 命

の 可能 性 を

意味しています。キリスト信仰とは、

ドンと行き詰まったイエスの墓から

始まる、墓から生まれる新しい生

命を生きる信仰なのです。

本日の聖書箇所は最初の弟子た

ちの、回復の過程（プロセス）を

描いています。①自分たちの師〔先

生〕を失って、前途の視界が閉ざ

された弟子たち。②その弟子たち

を主イエスが訪れます。そこから、

弟子たちの新しい出発が始まって

いきます。③信仰者の始まりは――

どんな始まりにしろ――主への信頼
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（の回復）から始まるのです。そ

して④キリスト信仰とは――繰り返

しますが――ドンと行き詰まったイ

エスの墓から始まる、墓から生ま

れる新しい生命を生きる信仰なの

です。

その始まりの時、弟子たちは閉

ざされた部屋の中に引きこもってい

ました。１９節前半です。

20:19a その日、すなわち週の初

めの日の夕方、弟子たちはユダヤ

人を恐れて、自分たちのいる家の

戸に鍵をかけていた。

主イエスの弟子たちは、主イエ

スを失って、自分たちの家の中に

引きこもってしまいました。ユダヤ

人たちへの恐怖からでした。主イ

エスを亡き者とした宗教指導者た

ちが自分たちをも、同じように扱う

のではないかという恐怖でした。

しかし彼らは、主イエスに従うため

に、すべてを棄てて、主の後に従

ってきた人々でした。主イエスから

「人間を取る漁師」として使命を

託された人なのです。そのために

は、自分のいのちさえ惜しまない

と言った人たちなのです。しかし、

現実の恐怖はそれほど甘いもので

はありませんでした。恐怖に出会う

と人は、身を堅くして縮こまり、外

に対して内側へと自分を閉ざすの

です。恐怖のために身構えたその

心と身体からは、新しい一歩は出

て来ません。しかし、この現実の

恐怖に打ち勝たない限り――つまり

恐怖を乗り越える何か(力)を持た

ない限り――彼らが使命を果たすこ

とはできないのです。この恐怖か

ら勇気への展開を可能にしたが「復

活」だと聖書は教えます。「復活」

はわたしたちの心理的な変化のこ

とを言うのではありません。ある研

究者（佐藤研）は「喪の作業」と

いう言葉を使って、「復活」を説明

しました。弟子たちは主イエス亡き

後、徹底して喪に服し、イエスを

追憶することによって、ついに彼ら

の心にイエスが甦

ったというのです。

復活を心の問題、

精神の現象として

説明すること、つ

まり復活を心理化

すると一面とても

理解しやすいので

すが、復活の一面しか捉えていま

せん。復活は人間の心の問題とし

て、内面からじわりとにじみ出て来

る心情の変化や決心ではないので

す。それは外側から、わたしたち
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の合理的理解を超えてやって来る

のです。主イエスは心理的に閉ざ

された弟子たち（わたしたち）に、

主イエスは合理的に閉ざされた弟

子たち（わたしたち）に、主イエ

スは物理的に閉ざされた弟子たち

（わたしたち）の部屋に、顕れま

す。主イエスは、わたしたちの人

生の向こう側からわたしたちに近づ

き、わたしたちに顕れる方なので

す。ユダヤ人を恐れて閉ざされた

部屋にいる弟子たちのところへ、

突然主が現れたのです。弟子たち

の恐怖を打ち消す、呆気にとられ

るような出来事でした。

閉ざされた部屋と閉ざされた心

は、開かれなければなりません。

その開かれていくプロセスを聖書

はこう伝えます。１９ｂ－２１節。

20:19bそこへ、イエスが来て真ん

中に立ち、「あなたがたに平和が

あるように」と言われた。20:20

そう言って、手とわき腹とをお見

せになった。弟子たちは、主を見

て喜んだ。

閉じた部屋にい

る閉じた弟子た

ちのところへ、

突然その「閉塞」

（状態）を打ち破る要素が介入し

たのです。弟子たちが恐怖を乗り

越えて行く第一歩でした。しかし

その第一歩は、決してがむしゃら

な勇気(蛮勇)となって現れたので

はありませんでした。まず弟子た

ちの心に帰ってきたのは、平和と

喜びでした。それは主イエスが共

におられることから生まれる平和

と喜びでした。弟子たちの心が開

かれ始めたのです。

主イエスは、力ずくで弟子たち

の心を開かれたのではありませ

ん。主イエスは、力づくで閉ざさ

れたものを開く方ではありません。

ご自分の「手とわき腹とをお見せ

にな」ります（v.20）。この傷は、

直接的には、あの十字架で負われ

た傷でした。それは主イエスの語

ったメッセージと生涯の全体を象徴

しています。そしてその傷は、主イ

エスに対する人々の無理解と、弟

子たちの無理解を指さしています。

しかしその傷は、今や復活を背景

にして、大きな意味を持ちはじめ

ます。そこに立っているのは、傷を

負った復活者なのです。傷を負い

ながら、弟子たちを「赦し」彼ら

に平安と喜びをもたらす「癒し人」

として立っているのです。やがてこ

の主イエスの傷に癒された弟子た
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ちは、自分自身も傷つきながら人

を癒す「傷ついた癒し人」として

人々に仕えるようになるのです。

弟子たちは、その生涯を通して、

主が負われた傷、聖なる傷、聖痕

（ステイグマ）を身に負うことにな

るのです。弟子たちのほとんどが

命をも惜しまず福音を伝える人と

成っていったのです。これは無理

強いして、させることのできること

ではないのです。

ある人が、大学のキャンパスで

遊んでいるリスがあまりに可愛い

ので、自分にペットのように馴れて
な

くれるといいのに、と思いました。

手っ取り早くは、彼は、罠か何か

を使ってリスをつかまえて、力づく

でカゴに入れて自分のペットにする

こともできるでしょう。しかしこの

時、「力づくで」ということが、ペ

ットにするためには、最も効果の薄

いやり方なのです。彼はそうしま

せんでした。彼は手のひらを開い

て、その上に餌を載せて、忍耐強

く待ったのです。長い時間をかけ

て、何日もかけて、リスはやっと手

のひらの餌を食べるようになりまし

た。リスをつかみたい、抱きしめ

てみたい衝動に駆られながら、や

はり忍耐を続けたのです。やがて、

手から肩へ、肩から頭へと平気で

リスは彼と接触をするようになった

のです。この人は後に宣教師とな

って来日します。そして、彼の宣

教師としての活動の中で、主イエ

スの愛はこのような愛だと語りまし

た。主イエスは、外からわたした

ちの心の扉を叩きつつ、力づくで

わたしたちを開かせようとするので

はなく、わたしたちを待っておられ

るのです。そして今も、主はその

手を開いてわたしたちに、ご自身

の愛を示しておられるのです。そ

して主の手のひらには、あの傷が

あるのです。

冒頭でご紹介し

た『罪と罰』の結

末に記される、ソ

ーニャとラスコーリ

ニコフの復活の場

面です。ソーニャ

は、研究者によれ

ば、キリストという名を持たないド

ストエフスキーのキリストなのです

が、送致されたシベリアの寂寥た
せ き りよう

る原野をまえにして、ソーニャがラ

スコーリニコフのそばに現れる場面

をドストエフスキーはこう描きます。

突然、彼のそばへソーニャが現れ

た。彼女は音も立てずにそばへ来
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て、彼とならんで腰をおろした。

…〔中略〕…（中村訳､下341-342）

このへんは復活した主イエスが弟

子たちに現れた記事を読んでない

と雰囲気がよく分からない部分で

す。

どうしてそうなったか、彼は自

分でもわからなかったが、不意に

何ものかにつかまれて、彼女の足

もとへ突きとばされたような気が

した。彼は泣きながら、彼女の膝

を抱きしめていた。最初の瞬間、

彼女はびっくりしてしまって、顔

が真っ蒼になった。彼女はぱっと

立ち上がって。ぶるぶるふるえな

がら、彼を見つめた。だがすぐに、

一瞬にして、彼女はすべてをさと

った。彼女の両眼にははかり知れ

ぬ幸福が輝きはじめた。彼が愛し

ていることを、無限に彼女を愛し

ていることを、そして、ついに、

そのときが来たことを、彼女はさ

とった、もう疑う余地はなかった

……

二人は何か言おうと思ったが､

何も言えなかった。涙が目にいっ

ぱいたまっていた｡二人とも蒼ざ

めて､やせていた｡だがそのやつれ

た蒼白い顔にはもう新生活への更

生､訪れようとする完全な復活の

曙光が輝いていた｡愛が二人をよ
し ょ こ う

みがえらせた｡二人の心の中には

互いに相手をよみがえらせる生命

の限りない泉が秘められていたの

だった｡

私達が今読んでいるヨハネ福音

書２０章から２１章には、七つの復活

(顕現)のエピソードが納められて

います。今日読んでいるのは、そ

の三つ目のエピソードです。福音

書は、繰り返し復活の物語を語り

ます。それが初代のキリスト教会

の命であり力であったからです。

まだ新約聖書自体が存在しない。

教団も組織もない状態の信仰者た

ちが生きたのはこの復活のメッセ

ージによるのです。

弟子たちは復活顕

現された主イエス

との出会いを通し

て、新しい生命に、

復活の命に生き始

めるのです。この

出会いは、弟子たちの努力の結果

として生じるのではありません。強

い信念の結果でもありません。主

ご自身が弟子たちに出会われるの

です。〔人生の〕向こう側から、恐

れの向こう側から主ご自身が出会

われるのです。そして弟子たちは、
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復活のメッセージの証人として、

地の果てにまでこのメッセージを伝

えるために出て行ったのです。

復活の主イエスとの出会いが、

弟子たちの派遣の基盤です。こう

書かれています。２１－２３節。

20:21 イエスは重ねて言われた。

「あなたがたに平和があるように。

父がわたしをお遣わしになったよう

に、わたしもあなたがたを遣わす。」

20:22 そう言ってから、彼らに息を

吹きかけて言われた。「聖霊を受

けなさい。20:23 だれの罪でも、

あなたがたが赦せば、その罪は赦

される。だれの罪でも、あなたが

たが赦さなければ、赦されないま

ま残る。」

主は弟子たちに「あなたがたに

平和があるように」と語られます。

（２０：１９，２１） これは単なるイ

スラエルで習慣的に交わされる挨

拶の「シャローム(=平和)」ではあ

りません。それは二度にわたって

「平和」が語られていることから

わかります。これは、ユダヤ人へ

の「恐れ」（ｖ．１９）に対する平和

（平安）ということなのです。そ

れは派遣の前提条件としての平和

（平安）であります。恐れの中の

平安であります。それは、主イエ

スがゲツセマネの祈りの苦闘の中

で得た平安（１７章）と同種の平安

であります。おそれの中の平安。

戦いの中の平安なのです。

主はその派遣

にともなって、

聖霊の助け、聖

霊の力を与えら

れます。川田殖

先 生 は 聖 霊 を

「神の心と力」と説明されます。

ですから、教会はそれとはなしに

（ごく普通に生活しているのです

が）、神の心を大切にし、神様の

力に助けられて前進していることに

気づきます。それは聖霊の働きな

のです。

主イエスは「20:22 彼らに息を

吹きかけて（言われた。）「聖霊を

受けなさい」と言われます。「息を

吹きかけて」という表現は、最初

の人アダムの創造の記事に並行し

ます。（息は遠くから吹きかけるこ

とができない。主はわたしたちの

近くにおられる。）主の行為は弟子

たちの再創造のプロセスを示して

います。創造の霊が授与され、ア

ダムの創造が再現されます。創世

記の記事はこうです。「創2:7 主な

る神は、土（アダマ）の塵で人（ア
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ダム）を形づくり、その鼻に命の

息（~yYIx; tm;v.nI ）を吹き入れられた。

人はこうして生きる者となった。」

神が人の鼻に「命の息」を吹き入

れると、人は生きる者となります。

７０人訳ギリシア語旧約聖書〔B.C.

3cから翻訳開始〕は、創世記のこ

の記事をこう訳しています。

LXX Gen 2:7 kai. e;plasen o` qeo.j to.n
a;nqrwpon cou/n avpo. th/j gh/j kai.
evnefu,shsen eivj to. pro,swpon auvtou/
pnoh.n zwh/j kai. evge,neto o` a;nqrwpoj eivj
yuch.n zw/san

「そして神は土地の塵で人を形づ

くり、その顔に命の息を吹きかけら

れた。すると人は生きた魂となっ

た（=生命となった／生きる者とな

った）。」神が人の顔に息を吹きか

けられると、人は生きる者となりま

す。ヨハネのイメージはこのギリシ

ア語旧約聖書に基づいています。

神が「息を吹きかける」ことに

よって人は生きる。この箇所で使

われている「息」というヘブライ

語の同義語に x;Wr（ルーアハ)とい

う言葉があります。この言葉はヘ

ブライ語で「霊」を意味する代表

的な言葉です。このヘブライ語の

「霊」を意味する x;Wr もギリシア
語で「霊」を意味する pneu'ma（プ

ネウマ) も同時に、息や風という

意味をあわせ持っています。弟子

たちは（今は目の前におられるが、

主の昇天後）目に「見えない主」

と共に働く第一歩を標そうとしてい

ます。キリスト者の働きと生活は、

この神の息に生かされて、神の霊

に導かれて、神の風の吹く道に、

前進するのです。主の霊によって

生かされる者が、他者を生かす者

となるのです。霊は生かすものだ

からです。

合唱をやっている

人に聞いたお話で

すが、合唱をそろ

えるためには隣の

人の呼吸に自分の

呼吸を合わせる こ

とが必要だと言いま

す。キリスト者の働きは、神の息と

ともに、神の息と呼吸を合わせ、

神と息を合わせて、また神の風に

押し出されて実践されるていくので

す。初期のキリスト教徒は、聖書

の証言によると、この聖霊の力に

よって働くということを体験した人

々でありました。パウロは主なる

神がわたしたちを通して働くという

ことを知っていた使徒です。パウ

ロはこう語っています。
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15:17 そこでわたしは、神のため

に働くことをキリスト・イエスによっ

て誇りに思っています。15:18 キリ

ストがわたしを通して働かれたこと

以外は、あえて何も申しません。

キリストは異邦人を神に従わせるた

めに、わたしの言葉と行いを通し

て、15:19 また、しるしや奇跡の

力、神の霊の力によって働かれま

した。こうしてわたしは、エルサレ

ムからイリリコン州まで巡って、キリ

ストの福音をあまねく宣べ伝えまし

た。

十字架を救済の根拠とし、復活

をその救済の保証として神が言わ

れていることは何でしょうか。その

メッセージは何でしょうか。前進を

阻む罪、過去へと我々を呪縛する

罪の記憶。神はそれらにけりをつ

けたと言われるのです。ですから

十字架と復活のメッセージとは、

平たく言えば「あとは全部引き受

けた。思いきり生きよ」ということ

なのです。新しい一週間も、主と

共に歩んでまいりましょう。祈りま

す。

2019.6.9. 日本基督教団千歳丘教会
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20:19 その日、すなわち週の初め

の日の夕方、弟子たちはユダヤ人

を恐れて、自分たちのいる家の戸

に鍵をかけていた。そこへ、イエ

スが来て真ん中に立ち、「あなた

がたに平和があるように」と言わ

れた。20:20 そう言って、手とわ

き腹とをお見せになった。弟子た

ちは、主を見て喜んだ。20:21 イ

エスは重ねて言われた。「あなた

がたに平和があるように。父がわ

たしをお遣わしになったように、わ

たしもあなたがたを遣わす。」20:2

2 そう言ってから、彼らに息を吹き

かけて言われた。「聖霊を受けな

さい。20:23 だれの罪でも、あな

たがたが赦せば、その罪は赦され

る。だれの罪でも、あなたがたが

赦さなければ、赦されないまま残

る。」

20:19 Ou[sh" ou\n ojyiva" th'/ hJmevra/

ejkeivnh/ th'/ mia'/ sabbavtwn kai; tw'n

qurw'n kekleismevnwn o{pou h\san oiJ

maqhtai; dia; to;n fovbon tw'n !Ioudaivwn,

h\lqen oJ !Ihsou'" kai; e[sth eij" to;

mevson kai; levgei aujtoi'", Eijrhvnh uJmi'n.

20:20 kai; tou'to eijpw;n e[deixen ta;"

cei'ra" kai; th;n pleura;n aujtoi'".

ejcavrhsan ou\n oiJ maqhtai; ijdovnte" to;n

kuvrion. 20:21 ei\pen ou\n aujtoi'" (oJ

!Ihsou'") pavlin, Eijrhvnh uJmi'n: kaqw;"

ajpevstalkevn me oJ pathvr, kajgw; pevmpw

u Jma '". 20:22 kai ; tou 'to ei jpw;n

e jnefuvshsen kai ; le vgei aujtoi '",

Lavbete pneu'ma a{gion: 20:23 a[n

tinwn ajfh'te ta;" aJmartiva" ajfevwntai

a u j t o i ' " , a [ n t i n w n k r a t h ' t e

kekravthntai.


